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2（1927） 64 2,531 100 1,295 100 16 100  39 100
3（1928） 70 2,452  97 1,382 107 19 119  41 105
4（1929） 70 2,793 110 1,538 119 24 150  55 141
5（1930） 74 2,525 100 1,388 107 21 131  51 131
6（1931） 72 2,567 101 1,405 107 31 194  67 172
7（1932） 71 2,810 111 1,533 118 53 331  95 244
8（1933） 69 3,100 122 1,673 129 53 331  96 246
9（1934） 72 3,472 137 1,794 139 56 350 108 276
10（1935） 74 3,561 141 1,843 142 60 375 122 313
11（1936） 74 3,607 143 1,802 139 58 363 117 300
12（1937） 82 3,965 157 1,890 146 55 344 111 285
13（1938） 2,552 101 1,461 113 47 294  93 238
14（1939） 2,606 103 1,585 122 43 269  77 197
15（1940）



































豊田紡織（株）本社工場 1,008   528   480
　　　〃　　　刈谷工場   520   520     0
菊井紡織（株） 1,176   124 1,052
豊田織布菊井工場    24    24     0
鐘淵紡績（株）   101     7    94
東洋紡績（株）     6     0     6

































































































1934年上半期 10,400 4,102 普通0.7
特別0.5
3,337  4,969   706
1934年下半期 10,400 4,061 　　0.7 2,997  5,655   982
1935年上半期 10,700 4,247 　　0.8 2,788  6,407   647
1935年下半期 10,700 4,435 　　0.7 3,393  6,475   597
1936年上半期 10,700 4,577 　　0.7 2,157  6,481   551
1936年下半期 10,700 4,744 　　0.7 1,369  6,660   576
1937年上半期 10,700 4,989 　　0.8 1,016  9,679   662
1937年下半期 10,700 5,181 　　0.8 2,061 10,782   659
1938年上半期 10,700 5,323 　　0.8 1,820 10,354   609
1938年下半期 10,700 5,456 　　0.8 1,563 10,519   601
1939年上半期 10,700 5,599 　　  6 1,768 10,637   610
1939年下半期 10,700 5,742 　　0.8 1,523 10,896   611
1940年上半期 10,700 5,919 　　0.8 1,911 11,251   644
1940年下半期 10,700 6,131 　　0.8 1,691 11,546   680
1941年上半期 10,700 8,414 　　0.9 4,178 10,949 2,888
































































年次 紡織機 自動車 鋼製品 軍需品他 計
1933年 3,752 － － －  3,752
1934年 6,472 － － －  6,472
1935年 9,186   191    27 －  9,404
1936年 9,704 3,033    70 － 12,807
1937年 9,402 5,887   699     38 16,926
1938年 8,326   935 1,588    832 11,681
1939年 3,332 1,209 3,060  2,609 10,202
1940年 2,099 2,234    61  1,938  7,142
1941年 2,433 6,456 －  2,845 11,734
1942年   552 8,614 －  6,018 15,184
1943年    36 6,756 － 13,439 20,231








































































































部品 その他 計期 昭和
23 12下  38     38
24 13上 219    24    243
25 下 509    66     5   9    589
26 14上 981    83    60  60  1,184
27 下 980   198   208   2  1,388
28 15上 543   228   189   7    967
29 下 448    97   327   5    877
30 16上 485   243   430    69     5  1,232
31 下 594   132   555   134    44  47  1,506
32 17上 632   314   588   791    53     5  21  2,404
33 下 825   698   574   474   178     7  62  2,818
34 18上 554   642   617    12   501   482 1,087 121  4,016
35 下 705 1,266   658   914 1,074 1,154 2,955  38  8,764
36 19上 832   818   805 1,154 1,302 1,111 3,688   9  9,719
37 下 466 2,432 2,912   673 1,346 1,043 4,144  53 13,069




















































































































































会社名 豊田利三郎 石田退三 竹内賢吉 田中忠治 西村小八郎 岡本藤次郎 豊田喜一郎
豊田紡織 取締役社長 取締役 秘書（嘱託） 常務取締役 取締役副社長
豊田自動織
機製作所 取締役社長 常務取締役 取締役副社長
トヨタ自動
車工業 取締役会長 常務取締役 監査役 取締役社長










工業 取締役 取締役 取締役社長
豊田自動機
械販売 取締役 取締役
中央紡織 取締役社長 常務取締役 監査役 取締役
豊田光棉紡
績 取締役 取締役 監査役 取締役
豊田押切紡
織 取締役 監査役 取締役
菊井織布 取締役
豊友商事 取締役 監査役
























会社名 豊田利三郎 石田退三 竹内賢吉 田中忠治 西村小八郎 岡本藤次郎 豊田喜一郎












































評議員 監事 評議員 監事 理事長
評議員
豊田徳善会 会長 理事 理事 理事 理事 副会長

















































































業務 所在地 名称 代表者氏名 旧役職名
綿，スフ織物製造 碧海，刈谷町熊 豊田自動織機製作所 記載なし
特殊鋼材 碧海，刈谷町
















小形漁船 碧海，刈谷町 トヨタ車体工業 立松巌 1945年8月設立




















木工機部品 名，西，枇杷島町 豊田自動織機製作所栄生工場 豊田利三郎
工作機械












































































1935年 6,384  6,823 2,555
1941年 1,899 2,239
1946年 1,279  7,304 16,270 2,193































決算期 織機 紡機 従業員数
昭和21年上期   468台 － 錘 3,404人
21年下期 1,401　  8,749　 3,781　
22年上期 1,835　 19,299　 3,641　
22年下期 1,558　 36,996　 3,429　
23年上期 2,145　 64,178　 3,440　



































織機     400台  36,000千円
紡機 120,000錘  72,000千円
自動車部品   4,000千円
計 112,000千円
出所：『ダイヤモンド』1948年11月11日，23ページ。
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れ以前の「繊維機械についての暫定弗換算レートは紡機320円，織機270円」であったことから
すれば（本多恭雄，1948年，212ページ），360円の設定は繊維機械製品の輸出にとっては円安修
正であった。それでも，豊田自動織機製作所は「収益状況では東海銀行が織機かといわれるほど
であった豊田自動織機も一時は販売が停頓したため二十四年度第四四半期は同社も新規受注が減
少した。このため一月から外注を社内生産に切替えまた外注部品の単価を三〇％切り下げたりし
て外注費を三千万円節減する一方臨時工の解雇などを断行したが綿紡四百万錘制限撤廃で不況は
一度に消し飛び六月以来会社創立以来の好況期に入った」（新修名古屋市史資料編編集委員会，
2012年，402ページ。もとは『中部経済新聞』昭和25年9月14日）。
　石田退三も言う。
「スト騒ぎで多少のもたつきもあったが，（中略）戦後の「糸へん」界復元の波にのって，豊田
自動織機の復興はぐんぐんとすすんだ。（中略）私はこの機をはずさず，国内ばかりでなく海
外市場への再進出をねらった。この際，すこしでも外貨の獲得につくさなければ，それを志し
ておられた発明創業者の故佐吉翁に相すまぬと考えたからである。そこでまず，貿易再開と同
時に，五百台の輸出品を仕掛けたが，この上は通産省の方へ大いにハッパをかけなければなら
ぬと，さっそく，（中略）こちらから腕まくりしてでかけて行った。（中略）幸い当局でもすぐ
に話に乗ってくれ，六百台が買い上げられ，さらに別個に，インドから六百台，パキスタンか
ら六百台というように，続々と買い付けの商談がまとまった。（中略）このために自動織機も
ついに再建達成，私もホッと一息入れるまでになったのである。（中略）繊維業界の復活と海
外輸出の再開で，自動織機の方は『もうこれでよし』というところまで漕ぎつけると，今度は
トヨタ自動車工業の方が重大な段階に乗り上げてしまった。（中略）特に永年の統制下経営に
ならされて来ていた自動車業界は，終戦以来のシワヨセが一時に出たのと，いわゆるドッジ・
ラインによる金融ひっぱくのハサミ討ちにあい，まったく動きのとれぬどたん場に追い込まれ
ていた。材料高の販売づまり，作っても売れぬし，売れてもコスト高で引き合わない。売掛金
は取れぬし，手元は苦しくなる。そこへ持ってきて，賃上げ闘争である。（中略）八方ふさが
りとなったものだ。『トヨタ自動車も，もうあかん』という声が，あちらこちらから起こって
来た。それが昭和二十五年のことである」（石田退三，1961年，114―116ページ）。
　あらためて，豊田自動織機製作所の石田退三の前に立ちふさがった労働側の攻勢について見る
と，1945年12月の労働組合法公布（1946年3月施行）以降，労働組合の結成が相次ぐ。石田退
三も言う。「米国の日本占領政策」によって「戦争中は禁止されていた労働組合の結成が許され，
豊田系関係会社でも一斉に労働組合が出来あがった」（石田退三，1961年，112ページ）。具体的
な事情は次の通りであった。
「そうして次から次へとストライキが始まった。その皮切りが私の社長になったばかりの自動
織機製作所であった。組合側の要求はいろいろとあった。その中でもデカイのは退職金の配分
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で，最高は月給の八十カ月から百カ月分をよこせというのであった。（中略）気の小さい私は
びっくりしてしまった。そこで退職金を払って会社をつぶしてどうなることかと，私も一歩を
ゆずらず，大いに頑張った。そうして，結局，基本給―全給与の三分一から二分の一―の
六十カ月ということにした。（中略）同情は同情，頑張りは頑張り，そこがお互い，会社を盛
り立てて行かねばならぬもののつらいところである。幸いにハナシは一同にも解ってもらえ，
ストライキは二十一日目にまるくおさまった」（石田退三，1961年，112―114ページ）。
　戦後，設立された「グループ各社の労働組合と会社との関係は，当初は友好的であった。たと
えば，豊田自動織機では，刈谷工場のほかに栄生工場，大府工場でも従業員組合が結成されるが，
これらの組合は，会社の生産復興運動に積極的に協力していた。また，これらの組合がトヨタ自
動織機労働組合に一本化され，二十一年二月九日に組合結成労働者大会が開催された際には，労
働組合は会社経営への参画を宣言し，戦後の会社再建に積極的に協力することを明確にしてい
る」。しかし，「労働組合は，戦後の急激なインフレーションによる生活水準の低下を回避するた
めに，絶えず賃上げ交渉を行わざるを得ない状況にあり，かたや会社側は賃上げを何とか抑えよ
うとしていた」。「労働組合と会社側の関係は次第に悪化していった」。「トヨタグループ各社の労
働組合は賃金交渉を通じて結束を強め，昭和二十一年十二月十二日には最初の統一闘争としてグ
ループ各社で一斉に退職金規定改正の要求書を提出する」。「多くのグループ会社は，まだ設立か
らそれほど経過しておらず，したがって勤続年数は短かったため，ほぼ組合の要求通りに妥結し
た。しかし，勤続年数の長い従業員を多数抱えていた豊田自動織機では」，「数回の交渉でも妥結
に至らなかった」が，1947年2月5日に妥結する。しかし，「この退職金問題は解決したものの，
豊田自動織機では五月度暫定給与をめぐって労使の意見が対立し，ついにストライキに発展し
た」。「このストライキは，10万錘を超える紡機を受注し，本格的生産に移行する矢先だった同
社にとって大きな痛手となった。しかもGHQの経済政策の一環として紡績設備400万錘復元許
可［1947年2月］やインドへの輸出等の民間貿易促進により大量の紡織機受注が期待されていた
時期でもあったため，なおのこと衝撃は大きかった」。
　この「争議の収拾は，部課長会と豊田系労働組合統一連絡協議会に一任すること」で，「争議
は完全に終結した」（1947年7月）（トヨタグループ，2005年A，86―89ページ）という。石田退
三について見れば，すでに1946年8月，「豊田自動織機労働組合」との「労働協約書」締結の会
社側代表となっており，そこでは「労働組合の要求を入れ」，結果として，豊田自動織機製作所
における「生活給的要素を大幅に取り入れた新賃金体系を実施」することで「円満な労使関係」
となっている。1947年の労働争議においても石田退三は，「従業員ノ生活安定」，「会社ノ経理状
況」の「収支不均衡」に対して，「今ニシテ生産復興」「推進」の「実ヲ挙」げるためには「組合
ノ協力」が不可欠としている（豊田自動織機製作所社史編集委員会，1967年，338―346ページ）。
とすれば，石田退三による事態の打開は，「全豊田」と家族主義的豊田という豊田佐吉以来の観
点で，争議に対応したことによっていたとすることができよう。
　かくして，1948年11月，石田退三は豊田自動織機製作所の取締役社長となったのであった。
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